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   We report a case of bilateral breast metastases from prostatic arcinoma. A 49-year-old man with 
stage D2 prostate cancer, who had been treated by chemoendocrine therapy and radiotherapy for 2 
years, complained of bilateral enlarged breasts. Oral administration of diethylstilbestrol diphosphate 
was started 2 months before the onset of this symptom. A firm mass that was not tender was palpable 
beneath the skin without fixation on each side. A needle biopsy of the masses howed poorly 
differentiated adenocarcinoma with positive immunohistopathological staining for prostate-specific 
antigen. The masses were diagnosed as metastatic adenocarcinoma ofprostate gland origin. The 
patient died 3 months after the diagnosis of breast metastases. Autopsy revealed diffuse 
lymphogenous metastatic disease. Metastatic prostatic carcinoma to the breast is uncommon. 
Breast metastases in this patient might be associated with diffuse lymphogenous metastases a  well as 
increased local blood and lymphatic supply caused by extrinsic estrogens. 
                                            (Acta Urol. Jpn. 45: 269-271, 1999) 






を含めて約40例の報告 をみるにす ぎない.今 回
stageD2前立腺癌の治療経過中に両側乳腺腫瘍 を認
め,組 織学的にPSA陽 性の腺癌であることを確認












診 し,前 立腺癌 の骨転移 と診断 され た.精 巣摘除術 と
estramustinephosphateによる治療 を開始 され たが,
1992年H月頃 より骨痙痛が増強 し,当 科 にて放射線治
療 お よびetoposide投与 を受 け た.1993年7月よ り
diethylstilbestroldiphosphateの内服 を開始 したが,
8月,右 大腿部痛 に より歩行 困難が 出現 したため,当
科入院 とな った.
入 院時 所見:身 長162cm,体 重62kg.血圧ll8/
68mmHg.脈拍75/分,整.理 学所 見 にて左鼠径部 リ
ンパ節の腫脹 を認 めた.直 腸診上前立腺 は石様硬,左
葉 を中心 に腫 大 し,圧 痛 を伴 っていた.
入院時検査 成績:血 液生化学所 見に異常 を認 めず,
腫瘍 マー カー はPSA9.6ng/mlであ った.尿 沈渣 に
て赤血球 を多数 認 め た.腹 部CTで は膀胱左 壁 を中
心 と した前立腺癌 の浸潤,お よび腎門部 以下 の左 傍大
動脈 リンパ節か ら左総 腸骨 リンパ節 にか けて広範 なリ
ンパ節転 移 を認めた.ま た,左 水腎 ・水尿管症 を伴 っ
ていた.
入院後経過:左 下肢 の リンパ浮腫 が著明 となったた
め,左 総腸骨 リンパ節領域 に放射線照射 を開始 した.
浮腫 には改善傾 向がみ られ た ものの,9月 中旬 よ り左
右の乳頭直下 に母指頭 大,可 動性良好で圧痛 のない腫





















が,特 に著 明であ った左側 の ものを示す(Fig,1).胸
部CTで は左 右 の乳腺部 に腫瘤 を認 め る もの の,画
像 診 断上,原 発 性乳 癌か転 移性腫 瘍 か鑑 別不 能で あ
り,両 側 乳腺の針 生検 を行 った.HE染 色 にて腺癌構
造 を確 認 し(Fig。2),PSA免疫 組織 染色(Avidin-
Biotin-Peroxidase-Complex法:ABC法)が陽 性 で
あ ったこ とよ り(Fig.3)前立腺癌 の乳腺転 移 と診 断
した.そ の後,肺 の癌性 リンパ管炎が進行 し,乳 腺転
移出現後約3カ 月で,全 身衰弱 と呼吸不全 によ り死亡
した.剖 検 にて,肺,左 腎,肝,骨,胸 膜,腹 膜転移
な らびに縦隔 肺 門 腋窩 腸 間膜 および後腹膜 に広










ないとされてお り13),また,前 立腺癌 に対するホル
モン治療と原発性乳癌 との関連について も確立された






























にエス トロゲ ン投与による乳房の血流増加,リ ンパ流
増加が加わったことが,乳 腺へのリンパ行性転移を生
じた原因の一つと考えることがで きる.乳腺転移出現
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